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　近年，夫婦共働きや女性の社会進出などの社会情勢の変化に伴い，幼児教育や保育サービス
の充実が求められている。そのため，保育の現場で働く保育士の専門性および質の向上に対す
る社会的要請も高まっている。このような変化に呼応し，保育士養成校における学生の教育に
おいても，保育の現場で様々な場面に対応できる，高度な専門性やスキルを持った質の高い保
育士の育成が求められている。このような状況から，保育士養成校における教育課程では，専
門的知識を学ぶ講義科目に加えて，多様な体験学習を伴う実践的な実習カリキュラムが整備さ
れている。
　その中でも，保育士養成課程に在籍する学生にとって，保育実習および教育実習（以降，実
習と呼ぶ）は，教育課程において自身の目指す職業についての理解を深め，適性を見極め，将
来にわたって保育士として継続的に働くための様々な知識やスキルを身につける貴重な機会で
あると位置づけられる。一方で，実習は，日常の学生生活とは異なり，大きな責任を伴う保育
現場において，実習先の園の職員や幼児達との人間関係を短期間で形成し，保育に関する様々
な専門スキルを身につけ業務をこなしていかなければならないため，大きなストレスを受ける
状況でもある。実習期間中のこのような状況において，実習生が精神的健康を維持することが
困難になることもあることが知られている（野崎，2007，2013；小河・長屋，2014）。
　このような背景から，保育士養成課程に在籍する学生を対象とした実習教育に関する心理学
的観点からの先行研究が多数報告されてきた（浜崎・加藤・寺薗・荒木・岡本，2008；早坂・
有馬，2009；本多・櫻井，2011；森，2003；森野・飯牟礼・浜崎・岡本・吉田，2011）。その
なかで，“保育者効力感”は特に重要な概念として注目されてきた。保育者効力感とは，“保育
場面において子どもの望ましい変化をもたらすことができるであろう保育的行為をとることが
できる信念”と定義される（三木・桜井，1998）。
　保育者効力感に関する研究は，保育者の保育能力に関する要因としてBandura（1977）の
自己効力（self-efficacy）に関する理論をもとに発展してきた（早坂・有馬，2009；井上，
2014；桐村・岡本・森田，2010；今野，2009；前田・金丸・畑田，2009；森野他，2011；西坂，
2002；西山，2006；野崎，2013；田頭，2012）。人は何らかの課題を行うときに，自分にでき
そうか否かを考えながら取り組む。課題を達成できそうであるという期待が達成への動機づけ
に影響する。そして，この期待は大きく２つに分けることができる。一つは，自分がある目標
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達成のために行動できるという確信であり，効力期待（efficacy expectation）と呼ばれる。も
う一つは，ある行動を行ったときに，目標となる結果が得られるかどうかという評価であり，
結果期待（outcome expectation）と呼ばれる。Banduraは，個人によって知覚された効力期
待を自己効力とよび，達成場面における自己効力の重要性を指摘している。
　三木・桜井（1998）は，この自己効力感をもとに発展された教師効力感に注目した研究を踏
まえて，保育者効力感に関する研究を報告している。教師効力感とは，子どもの学習に望まし
い変化を与えることが出来るという信念であるとされる。彼らは，教師効力感の概念をもとに，
保育の独自性を考慮した保育者効力感尺度を作成した。
　三木・桜井（1998）によれば，実習は，Bandura（1977）の指摘する自己効力感に影響を及
ぼす４つの情報源，つまり行為的情報，代理的情報，言語的説得の情報および生理的喚起の情
報のうち，主に行為的情報と代理的情報を提供すると考えられる。実習生は，実際に実習にお
いて幼児の保育を経験することによって行為的情報を得ることができ，また現場の保育者や他
の実習生の行為を観察することによって代理的情報を得ることができる。彼らは，保育専攻短
期大学生を対象に，実習の前後で保育者効力感がどのように変化するのかを検討した結果，実
習を経験することで学生の保育者効力感が高まり，また実習先の園との合致感が高い実習生が
低い実習生よりも保育者効力感が高まることを明らかにした。これらの結果は，実習での経験
が，学生の保育者としての自信を高め，自己効力感を増大させる効果をもつことを示唆している。
　一方で，実習経験が保育者効力感を高めるという結果に対して，実習経験や学年が進むに伴
い保育者効力感が変化し，２年生よりも１年生において保育者効力感が高く，入学後に保育
者効力感はいったん下降し，その後にもう一度上昇するという結果も報告されている（石川，
2003）。つまり，たんに実習を経験することで保育者効力感が高まるわけではなく，入学した
直後の頃には学生は漠然とした夢や希望を抱くことによって高い保育者効力感を持っている
が，入学後に学習が進み，実習を経験することで，自分の能力や保育職の現実を認識し，いっ
たん保育者効力感が低下するという結果も報告されている。
　以上のように保育者効力感を高め維持することは，保育士を目指す学生にとって重要な問題
であるだけでなく，現職の保育士においても重要な問題であることが指摘されている（西坂，
2002；田頭，2012）。保育所への入所希望の増加傾向が続いている現在，待機児童問題の解消
が急務となっている。田頭（2012）によれば，現在，保育士の有資格者は約100万人を超える
が，実際に保育所で働く保育士は約35万人であると報告されている。保育士資格を持ちながら
就業していない潜在保育士が多数存在しており，職場環境に関する離職理由として，“人間関
係”や“雇用条件に不満”といった理由が多く挙げられている。保育士の数が足りない多忙な保
育現場において，同僚の保育士や保護者との対人関係などを理由としたストレスも加わり，保
育士として新規に採用されてから２〜３年で退職する者も少なくないのが現状である。このよ
うな問題から，保育士を対象とした研究では，保育者効力感と離職動機との関連性や（田頭，
2012），子どもに対する理解や対応の困難さ，学級経営の困難さを感じるなどのストレスとの
関連性が検討されている（西坂，2002）。
　例えば，田頭（2012）は，保育者効力感の低い保育士ほど離職動機を持ちやすいことを報告
している。この研究では，卒業後６年を経た保育士が調査の対象とされ，保育者効力感が測定
された。その結果，保育者効力感の高い人ほど離職動機を持ちにくいことが示された。より詳
細には，保育者効力感が高い群では，職場・待遇への不満や心身の疲れが，仕事への迷い，職
場の人間関係・雰囲気，および仕事の成果・充実感の喪失よりも，大きな離職動機になること
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がわかった。一方，保育者効力感が低い群では，離職動機の間に明確な差異は認められなかった。
　また，西坂（2002）は，幼稚園教諭の精神的健康に対するストレスの影響およびストレスへ
の個人特性の影響について検討を加えている。この研究では，ストレス評価，精神的健康，保
育者効力感，およびハーディネス（コミットメント，コントロール，チャレンジの総体）が質
問紙尺度によって測定された。その結果，園内の人間関係および仕事の多さと時間の欠如をス
トレスとして知覚することが精神的健康に影響することが明らかにされた。個人特性としての
ハーディネスが園内の人間関係や仕事の多さ，子ども理解・対応の難しさや学級経営の難しさ
といったストレスを軽減し，精神的健康を維持する要因であることが明らかにされた。
　以上のように，保育士を目指す学生にとってだけでなく，現役の保育士においても，保育士
としての経験を積み，長期に渡って現場での仕事を継続していくためには，保育者効力感を高
め維持することが重要である。よって，保育者効力感を高める規定因が明らかになれば，保育
士養成校における学生の教育カリキュラムや新人保育士のキャリア形成における研修プログラ
ムなどに応用していくことが可能となると考えられる。
　このような背景から，保育者効力感を高める要因として，本研究では職業認知に注目した。
保育士養成校に入学する学生は，大学入学時に，すでに自分の将来の職業として保育士を選択
している。つまり，保育士という職業に関して何らかの理解をし，自分の将来の職業として相
応しいあるいは保育士になるのが夢であるという学ぶ目的が明確である点が，職業選択をせず
に大学に入学する学生とは異なる特徴である。
　西山・富田・田爪（2007）は，保育士養成課程学生における職業認知について，自我同一性
および保育職に関する理解が保育職への適性感を規定する要因であることを報告している。そ
して，保育職への適性感の高まりが充実感・満足感の予期や関心・意欲，保育職へのコミット
メントへと繋がることを明らかにしている。
　西山らの一連の研究（2006，2007）では，短期大学に通う１年生（入学期）および２年生（卒
業期）を対象として，自我同一性が職業への適性感や将来の予期に影響を与え，さらに関心や
意欲に通じて，職業へのコミットメントや人生における職業の占有状況に影響するというプロ
セスを想定した因果モデルが検討されている。
　その結果，“保育職への適性感”が職業認知に関わる様々な変数に正の影響を及ぼし，“充実
感・満足感の予期”といった将来の見通しや，“関心・意欲”といった動機づけの側面，さらに“保
育職へのコミットメント”，“継続の意思・ウエイト”に影響することが明らかになっている。
さらに，“保育職の理解”を追加した検討も加えられている。職業認知とは，職業への適性，将
来の職業生活への予期，関心や興味などを広く含む職業の捉え方の総体であるとされ，“保育
職への適性感”が職業認知の始発となり，“充実感・満足感の予期”，“関心・意欲”，“保育職へ
のコミットメント”に繋がる。さらに，“関心・興味”が高まることで，行動レベルでの”保育職
へのコミットメント”，“継続の意思・ウエイト”が増大し，そして適性感を強く規定する要因
として，“同一性の感覚”，“保育職の理解”があることが示唆された。
　西山他（2012）では，さらに２年進級時を対象とした調査が実施された。その結果，“保育
職への適性感”が職業認知に関わる様々な変数を強く規定することが示唆されている。このよ
うな職業認知の知見に基づくと，保育職への理解や適性感を高めることが保育士養成課程での
教育において重要であるといえる。
　そこで本研究では，学生の職業認知に着目し，保育職への理解や適性感などの職業認知に関
わる要因が保育者効力感を高めるか否かについて検討することを目的とした。本研究では，３
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回目の実習を終えた直後の３年生の学生を対象とし，保育者効力感を高める要因を明らかにす
るための質問紙調査を実施した。

方法

　調査対象者　四年制大学で保育士養成課程に在籍し，調査の直前に幼稚園で４週間の実習を
終えた３年生の女子学生122名（平均20.9歳，標準偏差（Standard Deviation: SD）=0.4）を対象
とした。2014年１月に調査を実施した。これらの学生は，今回で３回目の実習を終えた学生で
あった。
　質問紙　フェイスシートに加え，保育者効力感尺度（三木・桜井，1998）および職業認知尺
度（西山他，2007）の２種類の質問紙を実施した（表１を参照）。フェイスシートでは，学年
と年齢，および今後の継続的な調査に参加する意思がある場合には連絡先を記入するように求
めた。

　（１）保育者効力感尺度（三木・桜井，1998）：１因子15項目から構成される尺度であった。
例えば，“私は子どもにわかりやすく指導することができると思う”，“私はどの年齢の担任に

, 1998
1. 私は，子どもにわかりやすく指導することができると思う

2. 私は，子どもの能力に応じた課題を出すことができると思う

3. 私が一所懸命努力しても，登園を嫌がる子どもをなくすことはできないと思う

4. 保育プログラムが急に変更された場合でも，私はそれにうまく対処できると思う

5. 私は保育者として，クラスのほとんどの子どもが理解できるように働きかけることは無理であると思う

6. 私はクラスの子ども1人1人の性格を理解できると思う

7. 私が，やる気のない子どもにやる気を起こさせることは，むずかしいと思う

8. 私は，どの年齢の担任になっても，うまくやっていけると思う

9. 私のクラスにいじめがあったとしても，うまく対処できると思う

10. 私は，保護者に信頼を得ることができると思う

11. 私は，子どもの状態が不安定な時にも，適切な対応ができると思う

12. 私は，クラス全体に目をむけ，集団への配慮も十分できると思う

13. 私は，1人1人の子どもに適切な遊びの指導や援助を行えると思う

14. 私は，園で子どもに基本的生活習慣を身に付けさせることはなかなかむずかしいと思う

15. 私は，子どもの活動を考慮し，適切な保育環境（人的，物的）に整えることに十分努力ができると思う

職業認知尺度 (西山他, 2007)
1. （保育職の理解）　保育という職業を，わたしは理解している

2. （保育職の理解）　よき保育者になるために何をすればいいか理解している

3. （保育職の適性感）　保育という職業は，自分の適性に合っている

4. （保育職の適性感）　保育という職業で，自分の能力を活かすことができる

5. （充実感・満足感の予期）　保育という職業によって，充実感を得るだろう

6. （充実感・満足感の予期）　保育という職業によって，満足感を得るだろう

7. （関心・興味）　保育という職業に関心がある

8. （関心・興味）　保育という職業に興味がある

9. （保育職へのコミットメント）　保育者としてやっていくために，いま自分で何かしている

10. （保育職へのコミットメント）　授業以外に，自分で保育に関する本や雑誌，番組をみる

質問項目

保育者効力感尺度　（三木・桜井 ）

表１　使用した質問紙における質問項目
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なっても，うまくやっていけると思う”などの項目が含まれた。
　（２）職業認知尺度（西山他，2007）：“保育職の理解”，“保育職の適性感”，“充実感・満足感
の予期”，“関心・意欲”，“保育職へのコミットメント”，“継続の意思・ウエイト”の６因子から
構成され，各因子に２項目が含まれた。ただし，“継続の意思・ウエイト”のみ評定の方法が他
と異なるために，今回の分析からは除外した。
　手続き　参加者は教室で冊子が配布され，口頭と書面で説明を受けた後，フェイスシートお
よび各尺度に回答した。保育者効力感尺度では，各項目が自分自身にどの程度あてはまると思
うかについて，“非常にそう思う”（５点）から“ほとんどそう思わない”（１点）の５件法で評
定した。同様に，職業認知尺度は７件法で評定した。

結果と考察

　保育者効力感尺度は15項目の合計得点を算出し，職業認知尺度は，因子ごとに平均得点を算
出した。表２は保育者効力感尺度の平均値とSD，および職業認知尺度の因子ごとの平均値と
SDを示す。

　Cronbachの信頼性係数（α）を算出したところ，保育者効力感尺度では，α= .82 であった。
また，職業認知尺度では，５因子の各々についてαの値は，保育職の理解（ .76），保育職の
適性感（ .93），実感・満足感の予期（ .95），関心・興味（ .98），保育職へのコミットメント
（ .84）であり，いずれも妥当な内的整合性が得られた。
　保育職に関する学生の職業認知が保育
者効力感に及ぼす影響を検討するため
に，職業認知5因子の得点を説明変数と
し，保育者効力感の得点を従属変数とし
たステップワイズ法による重回帰分析を
行った。図１は重回帰分析の結果を示す。
決定係数はR2=.331であった（F（2, 115） 
= 29.93, p < .001）。
　分析の結果，保育職の理解と保育職の 図１　職業認知が保育者効力感に及ぼす影響

表２　各因子の平均得点とSD，信頼性係数α

平均値 SD α

保育者効力感 46.35 6.59 6.59
職業認知

保育職の理解 4.42 0.83 0.76
保育職の適性感 4.28 1.24 0.93
充実感・満足感の予期 5.05 1.33 0.95
関心・興味 5.63 1.33 0.98
保育職へのコミットメント 3.99 1.41 0.84

尺度

保育者

効力感

保育職の

理解

保育職の

適性感

.36**

.31**

R2 = .331
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適性感の２変数の標準偏回帰係数が有意であった。この結果は，保育職の理解が高いほど，ま
た保育職の適性感が高いほど，保育者効力感が高まることを示す。つまり，学生は自分が保育
という職業を理解できており，良い保育者になるために何をすべきか理解できていると感じる
ほど，また保育士という職業が自分の適性に合致し，自分の能力を活かせる職業であると感じ
るほど，保育者効力感が高まるといえる。
　本研究における質問紙調査は，これまでに３回の実習経験を経た３年生を対象として実施さ
れた。これらの学生達は，教育課程においてすでに十分に講義系科目を履修し，実習において
自分が遂行すべき課題についての理解も進んでいる状態であると考えられる。実習経験を重ね
ることで保育の現場において保育職への理解が進み，さらに卒業後に保育士として働くために，
学生のうちに自身が取り組むべき課題についての理解が進んでいる学生ほど，保育者効力感が
高いと考えられる。また，実習は実践的な体験を伴う学習であるため，保育士としての自分の
適性についても認識し，能力を活かせると感じる機会を得ることができる。そのような適性感
が高まるほど，保育者効力感も高まることが示唆された。本研究の結果は，職業認知における
これら二つの要因を高めることが，保育者効力感を高めるために重要なポイントであることを
示す。
　今後の課題として，以下の二点が挙げられる。第一に，本研究では実習経験を十分に積んだ
学生を対象として調査を行った。これに対して，実習教育が職業認知に及ぼす影響を明確にす
るには，実習を経験していない，あるいは初めて実習に参加した低学年の学生を対象として，
同様の調査による比較検討を行うことが必要だろう。第二に，本研究の結果を受け，保育士養
成課程における職業教育では，このような保育という職業に対する学生の理解や適性感を高め
ることに着眼した取り組みや実習指導を行っていくことが重要となるだろう。
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